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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第166期

第３四半期連結
累計期間

第167期
第３四半期連結

累計期間
第166期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 27,942,630 30,494,487 42,191,198

経常利益又は経常損失（△） （千円） △4,558 895,697 1,730,662

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） △23,752 514,030 1,117,975

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 429,005 935,032 1,383,882

純資産額 （千円） 44,444,228 45,934,111 45,399,000

総資産額 （千円） 55,642,475 56,889,281 57,760,758

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △4.95 107.22 233.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.9 75.6 73.7

 

回次
第166期

第３四半期連結
会計期間

第167期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △45.07 4.93

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損

失金額（△）を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社、当社の子会社及び関連会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成29年４～12月）の売上高につきましては、春先および冬期に入って気温が前

年に比べ低めに推移したことやお客さま設備の稼働増加などによるガス販売量の増加に加え、原料費調整に伴い

ガス料金単価が引き上げとなったことなどから、前年同期に比べ25億51百万円増加の304億94百万円となりまし

た。

一方、営業費用につきましては、ガスホルダーに関わる修繕費の減少があったことに加え経営全般にわたり経

費の削減に努めましたものの、ガス販売量増加やＬＮＧ価格の上昇に伴い原料費などが増加したことから、前年

同期に比べ16億87百万円増加の297億87百万円となりました。

この結果、営業利益７億６百万円（前年同期は営業損失１億57百万円）、経常利益８億95百万円（前年同期は

経常損失４百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益５億14百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半

期純損失23百万円）となりました。

なお、当社グループの連結業績は、季節的変動の著しいガス事業の占めるウェイトが高いため、ガスの需要期

である冬期を中心に春先にかけて、売上及び利益が多く計上されます。

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、売上高及びセグメント利益又はセグメント損失には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおり

ます。

＜都市ガス＞

ガス販売量は前年同期と比べ4.9％増の240,494千㎥となりました。用途別では、家庭用ガス販売量は春先およ

び冬期に入って気温が前年に比べ低めに推移し給湯・暖房用需要が増加したことから、前年同期に比べ7.5％増

の102,033千㎥、業務用（商業用、工業用、その他用）ガス販売量は冬期に入って気温が前年に比べ低めに推移

したことによる暖房用需要の増加やお客さま設備の稼働増加などにより、前年同期に比べ3.0％増の138,461千㎥

となりました。

都市ガス事業（付随する受注工事及び器具販売を含む）の売上高は、ガス販売量の増加に加え、原料費調整に

伴いガス料金単価が引き上げとなったことなどから、前年同期に比べ23億52百万円増加の272億37百万円、セグ

メント利益は３億10百万円（前年同期はセグメント損失５億22百万円）となりました。

＜その他＞

その他の事業の売上高は前年同期に比べ４億81百万円増加の59億89百万円、セグメント利益は23百万円増加の

３億82百万円となりました。

（２）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

特記事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,600,000

計 9,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,800,000 4,800,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は100株

であります。

計 4,800,000 4,800,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数

(千株)

発行済株式総
数残高

(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 4,800 － 2,400,000 － 21,043

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 5,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,776,100 47,761 －

単元未満株式 普通株式 18,200 － －

発行済株式総数  4,800,000 － －

総株主の議決権 － 47,761 －

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

北陸瓦斯株式会社
新潟市中央区東大

通一丁目２番23号
5,700 － 5,700 0.12

計 － 5,700 － 5,700 0.12

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）及び「ガス事業会計規則」（昭和29年通商産業省令第15号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

固定資産   

有形固定資産   

製造設備 4,755,466 4,661,469

供給設備 30,861,351 30,351,154

業務設備 1,310,596 1,519,940

その他の設備 974,937 961,062

建設仮勘定 230,643 596,747

有形固定資産合計 38,132,995 38,090,374

無形固定資産   

のれん 1,170,405 1,100,181

その他無形固定資産 906,433 882,242

無形固定資産合計 2,076,838 1,982,423

投資その他の資産   

投資有価証券 3,109,083 3,367,705

繰延税金資産 433,303 388,397

その他投資 533,607 2,126,465

貸倒引当金 △15,234 △15,606

投資その他の資産合計 4,060,760 5,866,961

固定資産合計 44,270,595 45,939,760

流動資産   

現金及び預金 7,944,504 4,503,950

受取手形及び売掛金 4,144,335 ※２ 4,965,707

有価証券 260,746 150,686

繰延税金資産 430,806 434,157

その他流動資産 717,960 905,301

貸倒引当金 △8,191 △10,283

流動資産合計 13,490,162 10,949,520

資産合計 57,760,758 56,889,281
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

固定負債   

長期借入金 770,050 369,037

繰延税金負債 － 86,826

役員退職慰労引当金 172,399 153,043

ガスホルダー修繕引当金 1,358,783 940,382

器具保証引当金 312,309 316,776

退職給付に係る負債 1,074,597 1,058,237

その他固定負債 567,712 530,163

固定負債合計 4,255,852 3,454,467

流動負債   

1年以内に期限到来の固定負債 718,423 609,763

支払手形及び買掛金 2,678,743 2,745,778

未払法人税等 608,242 294,862

その他流動負債 4,100,495 3,850,299

流動負債合計 8,105,905 7,500,702

負債合計 12,361,757 10,955,169

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,400,000 2,400,000

資本剰余金 21,043 21,043

利益剰余金 39,564,548 39,695,034

自己株式 △17,152 △17,428

株主資本合計 41,968,439 42,098,649

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,177,809 1,437,217

退職給付に係る調整累計額 △565,492 △502,441

その他の包括利益累計額合計 612,316 934,775

非支配株主持分 2,818,244 2,900,685

純資産合計 45,399,000 45,934,111

負債純資産合計 57,760,758 56,889,281
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 27,942,630 30,494,487

売上原価 16,810,423 16,977,489

売上総利益 11,132,207 13,516,997

供給販売費及び一般管理費   

供給販売費 9,521,140 11,008,952

一般管理費 1,768,793 1,801,248

供給販売費及び一般管理費合計 11,289,933 12,810,201

営業利益又は営業損失（△） △157,726 706,796

営業外収益   

受取利息 6,482 5,292

受取配当金 49,997 53,181

受取賃貸料 57,115 59,730

その他 66,135 88,256

営業外収益合計 179,730 206,460

営業外費用   

支払利息 21,977 12,999

その他 4,584 4,560

営業外費用合計 26,562 17,559

経常利益又は経常損失（△） △4,558 895,697

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△4,558 895,697

法人税等 △9,871 283,823

四半期純利益 5,313 611,874

非支配株主に帰属する四半期純利益 29,065 97,843

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△23,752 514,030
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 5,313 611,874

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 338,190 260,106

退職給付に係る調整額 85,502 63,051

その他の包括利益合計 423,692 323,157

四半期包括利益 429,005 935,032

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 397,951 836,489

非支配株主に係る四半期包括利益 31,054 98,542

 

EDINET提出書類

北陸瓦斯株式会社(E04519)

四半期報告書

10/15



【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　関東信越ガス事業協同組合の独立行政法人中小企業基盤整備機構からの高度化資金借入に対する連結子会

社の債務保証の金額は、次のとおりであります。

 
　　　　前連結会計年度

　　　　（平成29年３月31日）
　 　当第３四半期連結会計期間
　　 　（平成29年12月31日）

保証債務 91,691千円 83,463千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
　　　　前連結会計年度

　　　　（平成29年３月31日）
　 　当第３四半期連結会計期間
　　 （平成29年12月31日）

受取手形 －千円 14,859千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　当社グループの連結業績は、季節的変動の著しいガス事業の占めるウェイトが高いため、ガスの需要期である

冬期を中心に春先にかけて売上高が多く計上されます。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却

額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 3,869,352千円 3,823,252千円

のれんの償却額 70,224 70,224
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 383,570 8.0 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。平成28年３月期

の１株当たり配当額につきましては、当該株式併合前の実際の配当額を記載しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 383,544 80.0 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他

(注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 都市ガス

売上高 24,884,884 5,507,758 30,392,642 △2,450,012 27,942,630

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
△522,239 359,689 △162,549 4,822 △157,726

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＬＰＧ事業、ガス設

備の保全・設計・施工事業、住宅設備機器の販売・施工事業、土木・管工事事業、太陽光発電事

業等を含んでおります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額4,822千円はセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他

(注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 都市ガス

売上高 27,237,326 5,989,233 33,226,559 △2,732,072 30,494,487

セグメント利益 310,885 382,953 693,838 12,957 706,796

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＬＰＧ事業、ガス設

備の保全・設計・施工事業、住宅設備機器の販売・施工事業、土木・管工事事業、太陽光発電事

業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額12,957千円はセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△4円95銭 107円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

△23,752 514,030

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額又は親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（千円）

△23,752 514,030

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,794 4,794

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前連結会

計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月13日

北陸瓦斯株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 塚田　一誠　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井口　　誠　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北陸瓦斯株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北陸瓦斯株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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